
資料番号 事業名 所管課

平成23年度 外部評価資料

２－８ 屋外広告物管理事業 都市開発課



款 項 目 款 項 目
36 26 16 31 36 26 16

◆事業の目的

◆事業内容（平成２３年度に何をやるか）

◆これまでの取組状況（平成２２年度に何を行い、その結果はどうなったか）

703

比較

4.0 4.0 0.0

２２年度 ２３年度人工
（正規職員）
（単位：人）

２２年度 ２３年度

需用費 委託料 工事請負費 公有財産購入費

比較

4,197 4,900

その他

1,283 2,889 728

負担金補助
及び交付金 扶助費

事業名：

01 020803 予算コード計画コード 11 04 0208
基本政策

担当組織：

課 政策 事項 事項目 事業

屋外広告物管理事業

事業費
（予算）

（単位：千円）

002110000 平成23年5月30日

都市開発課 鈴木　厚

事業シート３ 作成日：

責任者：

課コード：

○屋外広告物に関する手続き事務
　・屋外広告物の許可471件、更新1,380件、改修15件。
　・広告業の新規登録4社、新規特例届出41社、合計45社。
○屋外広告物講習会の開催
   6/10 なゆた浜北にて開催し、受講者76名を業務主任者、堅ろうな広告物管理者として育成。
○クリーンデー（9/10 屋外広告物の日）の開催
　・違反物件の簡易除去等を実施。除却総数152件、指導190件、違反シール貼付28件。
○違反広告物の是正指導
　・国道1号（北島～舞阪町）国道152号（上島～内野）を対象に通知、指導等を実施。
　　違反広告物343件中、許可済83件、改善見込み214件、未解決46件。
　・道路、電柱等に掲出された簡易な違反広告物（貼り紙、置き看板等）の除去、処分を実施。
　　除去委託業務 パトロール回数 50回/年、除去件数 1,220件。
○規制の強化と緩和による実効性のあるコントロールの実施
　・新東名高速道路等の開通に伴う屋外広告物の規制区域の追加について景観審議会に諮問
　　し承諾を得た。
　・浜松駅周辺エリアマネジメント広告事業についての規制緩和に向けた調整を実施。

２３年度
事業費内訳
（単位：千円）

○屋外広告物の社会的役割を尊重しつつ適正な規制及び誘導を行い、良好な景観の形成を促す
　とともに、看板の落下及び倒壊などの事故を防止し市民生活の安全を確保すること。

○屋外広告物に関する手続き事務
　・屋外広告物条例に基づく、屋外広告物の設置にかかる許可、広告業の登録事務等。
○屋外広告物講習会の開催
　・広告業者、広告主を対象に、屋外広告物の法令、表示、施工知識に関する講習会を開催。
○クリーンデー（9/10 屋外広告物の日）の開催
　・市全域を対象に関係部署・団体等との協働で、違反物件の簡易除去及び指導等を実施。
○違反広告物の是正指導
　・幹線道路の違反広告物を対象に、広告業者や広告主への計画的な是正指導を実施。
　・道路、電柱等に掲出された簡易な違反広告物（貼り紙、置き看板等）の除去、処分を実施。
○規制の強化と緩和による実効性のあるコントロールの実施
　・新東名高速道路、三遠南信道路について開通前規制を行い違反広告物の設置を未然に防止。
　・浜松駅周辺エリアマネジメント広告事業について、規制緩和により都心活性化に協力。



年 年

◆事業の成果(平成２２年度末時点での目的の実現状況　　※活動ではなく状態)

行革審答申

一般財源 4,167

H20外部評価
*H20は事業仕分け

4,870

予算

決算

施設管理 指定管理 受益者負担

H26H25H24H23H22

H23～26計

0

補助金 市民協働
事業の特徴

4,870

H21

会計区分 戦略性 マニフェスト

一般会計 分野別計画

目標 300

H24 H25種類

成果指標2

種類 アウトカム(成果指標) H26

300

単位

終了予定年度

件

単位 H22 H23

432件実績

H26

成果指標1 屋外広告物新規許可件数

4,197 4,900 4,900

国・県支出金

4,900 4,900 19,600
事業費

H22 H23 H24計画(単位:千円) H25計画 H26計画

財
源
内
訳

市債

人工(非常勤)

人工(再任用)

0

0

19,4804,870 4,870

―

30 12030

0

37,600

その他

＊一般会計繰入

3030 30

150,400

―

2.0 2.0 2.0

37,600

170,000

2.0 ―

4.0 4.0 4.0

2.0

42,50042,500 42,500

0人件費（報酬等）

42,500

37,600

4.0

年間経費(事業費+人件費) 41,797

内
訳

人件費

4.0

37,600

H23 H24 H25

目標

人工(正規)

0

200 300 300

37,600

開始年度 事業の性格分類

自治事務8

0 0

実績

0

H22

0

○屋外広告物に関する許可件数の増加
　新規及び更新許可 合計1851件。H21-22年度比 222件、13.6%の増加。増加率では前年比の2.3倍
　（H20-21年度比 89件、5.8％）と、年々、制度が理解され、法令が遵守されるようになった。
○是正指導による違反広告物の改善
　広告業者への指導通知（2回）等により、違反広告物343件のうち、許可済83件（24.2%）、改善見
　込み214件（62.4%）、未解決46件（13.4%）となっている。また、過去の是正指導の経過を見ると、H21
　年度から2年目で未解決37件（7.6%）、H20年度から3年目で未解決１１件（3.9%）と年々、改善が進む
　状況が見られるため、今後も、引き続き改善計画書による進捗状況を注視し指導を続ける必要があ
　る。
○屋外広告物規制の先行実施
　従来、既存物件の是正指導のように後手に回る規制が通例だったが、新東名高速道路、三遠南信
　道路等の建設に伴い、開通前に沿線の規制を実施することにより、先手を打つことを目指し調整を
　進めた結果、景観審議会への諮問において承諾を得て、条例改正への準備を進めることができた。

平成

根拠法令等

屋外広告物法、浜松市屋外広告物条例



◆評価（平成２２年度事業の評価）
(1) 必要性：

(2) 実施主体：

(3) 選択と集中

(4) 改善：

今後の方向性

◆改革・改善（評価を反映して何を見直したか）
(1) これまでに実施した改革・改善（平成23年度予算で反映したものを含む）

(2) 今後の改革・改善計画（いつまでに何をどう見直す）
・是正指導の検討
　一定期間の猶予を持たせて是正指導をしてきたが、改善の意思の乏しいものや改善に至らないもの
　もあるため、平成23～24年度は、罰則の適用を含め、より改善成果があがる効果的な指導方法を
　検討する。

(理由) 

現状

・屋外広告物のルールを知らない、またルールがわかりにくいとの声があったため、平成22年度に、市
　民や事業者、広告主にもルールや規制内容がわかりやすいパンフレットを作成し、窓口や一般市民
　へ配布するとともに、啓発ポスターと併せて関係部署にもパンフレットの配布を行った。

(理由) 

(理由) 

(理由) 

現状

市

継続

改善なし

平成20年度以降の計画的是正指導等により、屋外広告物制度への理解が進み、許可件数も増加し
ているが、本来目的である良好な景観の形成につながるめどは立っておらず、今後に向けた課題が
山積しているため、継続する必要がある。

既存の屋外広告物のうち未申請が85％を超える状況においては、単に許可手続きだけで目的を達成
することは不可能であり、啓発と是正指導を組合わせた計画的取組みを必要とする。違反広告物に対
して罰則や過料を科す業務も含まれているため、市が主体的となり実施しなければならない。

屋外広告物条例に基づく許可事務、広告業者や広告主に対して指導、啓発等を行うことで、屋外広
告物の適正化を図ることができるため、現状の取組みを基盤に改善を進めていく。

実態調査結果に基づき、適正化に向けて引き続き是正指導に取り組む。そのためには、屋外広告物
制度の周知、啓発が重要であり、窓口での申請者への指導、業界組織等を通じた啓発とともに、広告
主の理解を得るために、積極的な取組みをＰＲしていく。

屋外広告物業者や設置者に対して、法や条例の趣旨を理解していだたくように、指導・啓発に取り組
んできた結果、許可申請件数も増加しているため、引き続き指導、啓発に努めていく。



 論点シート 

事業番号 ２－８ 事業名 屋外広告物管理事業 

部局 都市計画部 所管課 都市開発課 

Ｈ23 予算 4,900 千円 

Ｈ22 予算 4,197 千円 

所管課 

一次評価
現状 

評価対象事業についての論点等 

 

・良好な景観形成と公衆に対する危害の防止の二つの目的があるが、

景観を損なう広告物と市民の安全に関わる広告物に対する取組の違い

やウエイトは 

・違反広告物の現状は、違反者に対する対応は、罰金などのペナルテ

ィの効果は、規制の基準は現実に即したものか、 

・広大な市域に対して正規職員 4人、非常勤職員 2人の人工は妥当か、

現状の経営資源で効果を拡大する方法はないか、事務負担の軽減はで

きないか 

・実態調査や違反広告物の除却などに市民との協働を取り入れられな

いか 

・罰則を強化することで違反屋外広告物を減らすことが期待できるか 

評価対象事業についての二次評価 

 

【改善（その他）】 

・実効性のある規制基準について検討すべき 

 



　　　　当日は、パンフレットの
　　　　現物を、必要部数用意
　　　　します。









　　　　当日は、現物を、必要  
         部数用意します。



屋外広告物管理事業

浜松市都市計画部都市開発課

屋外広告物グループ ＴＥＬ 053-457-2344



屋外広告物条例の目的

１ 良好な景観の形成若しくは風致の維持

地域の景観に調和した屋外広告物の表示

２ 公衆に対する危害防止

倒壊、見通しの不良、道路標識等の妨害

３ 屋外広告業に対する規制

屋外広告業の登録制度

※浜松市屋外広告物条例は、屋外広告物法にもとづいて制定している。



屋外広告物とは？

●常時又は一定の期間継続
して表示されるもの

●屋外で表示されるもの

●公衆に表示されるもの

●看板、立看板、はり紙及びは
り札並びに広告塔、広告板、
建物その他の工作物等に表
示されたもの

以下の条件を全て満たすもの



屋外広告物の事例

ラッピングバスラッピングバス
塀広告塀広告

野立広告野立広告 置き看板置き看板 壁面広告壁面広告

壁面広告壁面広告

屋外広告物のさまざまなかたち



まちなみや自然の美しさを
守るためのルール

厳しい規制

緩やかな規制

自然豊かな地域やにぎわう繁華街など、
地域の個性にふさわしい景観をつくるため、

４種類の規制地域
を定めている



事故を防ぐためのルール

破損や落下、倒壊のおそれがあるもの

交通の安全を阻害するものは掲出禁止



実態調査及び是正指導

●指導区域
主要幹線の両側

●指導物件
野立ての一般広告物
及び、道標・案内図板
(自家用屋外広告物を
除く) 。

H20年度に行った、主要幹線沿線の実態調査をもとに
H20～24年度にかけて、是正指導を継続中。

一般広告物

道標・案内図板



実態調査及び是正指導

国道257号、県道浜松
天竜線（笠井街道）等
距離 40.3km

H23

H24

国道1号、国道152号

距離 27.0km
H22

浜松環状線、国道152号

距離 14.4km
H21

浜松環状線、舘山寺街道

距離 15.2km
H20

対象路線年度

●対象路線と年次計画



是正指導による改善例



是正指導と今後の課題

継続的な指導により、年々、改善傾向にはあるが、
主要幹線の野立広告問題は氷山の一角に過ぎず、
今後は、自家広告物の是正が大きな課題。

上段：件数
下段：割合

9.3%59.5%31.2%－

32204107343H22
指導開始から1年目

7.6%43.8%48.7%－

37214238489H21
指導開始から2年目

3.9%18.6%77.5%－

1153221285H20
指導開始から3年目

未解決
改善
見込み

許可済件 数年 度

H23年5月末現在

※自家広告物とは、自己敷地内に設置する、自己の名称、店名、営業内容等の表示看板等

自家広告物



市民協働の取り組み

●屋外広告物クリーンデー（毎年、9月10日）
広告事業者、道路管理者、区役所等との協働により、
簡易広告物の除却、違反シールの貼付を実施。

●H23年度「市民協働たねからみのり」の
プレゼンテーションフォーラムに課題提案。

「屋外広告物ウォッチング」（まち歩き観察会）などの活動を

通じて、市民、広告事業者、専門家、行政職員等が一緒に、
現状を共有。よい景観と看板の関係を考える場づくりへ。



屋外広告物ルールを守って、
美しいまちなみ景観を次の世代に！
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